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◼ 放射線環境影響評価に用いた海洋拡散シミュレーションの妥当性を確認するた
め、実際のトリチウム放出量と実際の気象・海象データを用いて、トリチウム
の拡散計算を実施中

◼ 現時点では、第1回の放出期間（8月22日~9月11日）について、計算・評価を
しているところ。

◼ 今後、第2回、第3回の拡散計算を行うとともに、海域モニタリング結果と比較
検証を進めていく。

第1回の放出期間における計算条件（モデルは放射線環境影響評価書と同じ）

トリチウムの放出量

・8/24 13:03~9/10 14:52まで一定

放出率＝2.66E+09Bq/時（＝14万Bq/L×456m3/日×1000L/m3÷24h/日）

・9/11 10:33~12:15

放出率＝1.32E+09Bq/時（＝14万Bq/L×16m3×1000L/m3÷102/60時）

環境情報

・放出期間中の気象、海象データ（気象庁、海洋研究開発機構等）

放出中の気象海象データを用いた拡散シミュレーションについて
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◼ 福島第一原子力発電所事故後の海水中セシウム濃度の拡散計算で再現性が確認され
たモデルを使用

◼ さらに、発電所近傍海域を詳細にシミュレーションできるよう高解像度化して計算

◼ 領域海洋モデル（Regional Ocean Modeling System: ROMS）を
福島沖に適用

◼ 海域の流動データ
⚫ 海表面の駆動力に気象庁短期気象予測データを内挿したデータ[1]を使用
⚫ 外洋の境界条件およびデータ同化*の元データとして、海洋の
再解析データ（JCOPE2M[2][3]）を使用

◼ モデル範囲 ：北緯35.30～39.71度、東経140.30～143.50度
（490km×270km）、発電所周辺南北約22.5km×東西約8.4kmの
海域を段階的に高解像度化 （左図の赤/青のハッチング部と赤/青線のあいだを
段階的に最小評価エリア約200m四方まで解像度を変化）
⚫ 解像度（全体）：南北約925m x 東西約735m（約1km）、
鉛直方向30層

⚫ 解像度（近傍）：南北約185m x 東西約147m（約200m）、
鉛直方向30層

◼ 気象・海象データ
⚫ 放出期間の気象・海象データを使用

*データ同化：数値シミュレーションに実測データを取り入れる手法のこと。ナッジングともいう。
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【参考】拡散シミュレーション（領域海洋モデル）の概要
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図 拡散計算結果（海表面の1時間平均濃度分布図）

8月26日 4:00
（北向きの流れ）

8月29日 0:00
（南向きの流れ）

8月31日 6:00
（低流速の場合）
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◼ 放出期間中のトリチウム放出量及び気象海象データを用いた拡散計算結果の例は
以下の通り。今後、海水モニタリング結果との比較を行う。

放出期間中の気象海象データによる拡散計算結果（計算例）



拡散シミュレーションの検証工程
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◼ 放出期間中に採取した海水のトリチウム分析に1か月程度を要する。

◼ また、気象海象データは再解析があるため入手は約1ヶ月後となる。

◼ その後拡散計算を実施し評価を行うため、全体の工程としては放出完了から評価
までに3か月程度を要する。

◼ 12月に第1回放出の暫定的な評価、来年2月に第2回放出の暫定的な評価、来年3
月末に第3回放出までをまとめた評価を予定
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